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組
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改
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一
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
資
料
は
、
内
閣
官
房
等
の
組
織
の
再
編
成
に
関
し
、
そ
の
組
織
及
び
各
室
等
の
所
掌
事
務
の
改
正 

 

案
の
概
要
を
簡
潔
に
か
つ
分
か
り
や
す
く
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
閣
官
房
等
の
組
織
の
再
編
成
に
つ
い
て 

 

は
、
現
在
、
所
要
の
検
討
を
更
に
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

内
閣
官
房
の
組
織
の
再
編
成
に
つ
い
て
は
、
「
昭
和
六
十
一
年
度
に
講
ず
べ
き
措
置
を
中
心
と
す
る
行
政
改 

 

革
の
実
施
方
針
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
安
全
保
障
会
議
設
置
法

（
案
）
の
施
行
と
併
せ
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

外
務
省
及
び
各
省
庁
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
保
秘
の
努
力
を
重
ね
つ
つ
情
報
連
絡
の
一
層
の
円
滑
化
に
努
め 

 

て
お
り
、
今
後
と
も
一
層
努
力
す
る
考
え
で
あ
る
。 

こ
の
再
編
成
は
、
臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
「
行
政
改
革
の
推
進
方
策
に
関
す
る
答
申
」
（
昭
和
六
十
年 

七
月
二
十
二
日
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
科
学
技
術
行
政
の
総
合
調
整
機
能
の
整
序
、
活
性
化
を
図
る
等
の
た
め
、 

科
学
技
術
政
策
局
、
科
学
技
術
振
興
局
及
び
研
究
開
発
局
を
新
設
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
の
計
画
局
、
研
究 

 

調
整
局
及
び
振
興
局
を
廃
止
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

内
閣
官
房
以
外
の
省
庁
の
内
部
部
局
に
関
し
本
年
七
月
ま
で
に
改
編
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、 

 

科
学
技
術
庁
の
内
部
部
局
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
再
編
成
は
、
昭
和
六
十
一
年
七
月
を
目
途
に
実
施
さ
れ
る
予
定
と
な
つ
て
い
る
。 四 

 



六
に
つ
い
て 

八
及
び
九
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
の
守
秘
義
務
に
つ
い 

て
常
に
注
意
喚
起
を
図
る
等
の
措
置
を
考
え
て
い
る
。 

御
指
摘
の
答
申
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
総
合
的
な
把
握
を 

 

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
合
同
情
報
会
議
」
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
構
成
メ
ン
バ
ー
等
に
つ
い

て
は
検
討
中
で
あ
る
。 

内
閣
の
総
合
調
整
機
能
を
補
佐
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
顧
問
・
参
与
等
の
助
言
者
を
内
閣
官
房
に
適 

 
 

時
、
適
切
に
置
く
こ
と
は
有
益
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
所
要
の
措
置 

 

新
た
な
立
法
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。 

五 

 



 

六 

を
講
ず
る
考
え
で
あ
る
が
、
当
面
、
直
ち
に
設
置
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




